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自治会だより 3月号

巻 頭 言

3月 は卒業シーズン、ご縁があつて3月 12日 雨が降る中、茅ケ崎市立円蔵中学校の卒業式に来

賓として参加してまいりました。義務教育から巣立ちの日、スローガンは「努力は無限 ～進もう

胸をはって～」練習の成果もあって、最後に卒業生代表の答辞は保護者、来賓の方々に感動を

与えました。お世話になつた先生に対する言葉、在校生に夢を与える言葉、最後に育ててくれた

両親に対する言葉…口そこには感謝の言葉しかありません。物事一つするにしても、必ず表に出 `

ない縁の下の力持ちならぬ多くの人々の努力協力があります。子どもの頃、人という文字は支え

られて初めて人は存在すると教えられた気がします。本自治会も当然のことながら皆様に支えら

れて大きな力となります。今後ともよろしくお願いいたします。

自治会長 齋藤 満

03月 度の定例理事会役員会で次のことが審議報告されました。

1.令和6年度の予算計上に向けて次の案件が承認されました。

(1)地域活性化援助費と会員活動交付金増額について

本自治会における地域の活性化のため団体とサークル活動を温かく応援し、自治会として高
齢者福祉や次世代の育成を積極的に進めるために適切な支援について予算を計上するもの
で、今回は永年自治会活動に尽力されてきた「あじの会」に対し5000円 の増額です。

(2)「 はとの会」への支援開始について

会員相互の親睦を図り、高齢者を中心に男女が開催日を楽しみながら、毎日思考カアップの

努力、健康管理に注意して健康麻雀目的「賭けない・飲まない・吸わない」に参加されていま

す。今まで自宅にこもりがちな方も奮つて参加しています。

(20000円 )

(3)令和 6年度専門部等運営資金増額について

新年度班長さん達に支払われる運営資金全体で35000円 の増額です。



2.2月 29日 実施のアンケートの結果が報告されました。

アンケート実施日 2月 29日  会員数 791軒 過半数 396軒
条件 記名式 どちらでも良いは賛成するにカウントする。

①夏祭り実施について

賛成  どちらでも良い      反対

283 286 121(15.3%)
合言+        569 (71.99る )

②会館フエスティバル実施について

賛成  どちらでも良い

121     412
反対

153(19.39′ 6)
△ ユ
匡1日 l 533 (67.4%)

夏祭り意見要旨抜粋

会館フエスティバル要旨抜粋

・会館フエスティバルの内容を知つている人が大変少なく、一部の会員の楽しみと思える。
・展示用出展物も提供者が殆ど無い状況なら開催は難しい。

※何れにしても要望を大いに参考にして進めるべきとの意見が多かつた。

(夏祭り、会館フエスティバル両方に対し)

3.自 治会 館 建 替 え準 備 委 員会 設置 について

平成30年事業計画に基づき設置した「会館建替え検討委員会」の提言に関し、「会館建替え

準備委員会」を設置し総会に提案する為準備を行うことで承認されました。

メンバーは

会長 齋藤満 (自 治会長)副会長 井野孔美 (元会館建替え準備委員会会長 )

委員 柏崎周一 吉原敏明 大野泰伸 (何れも前元自治会長 )

高桑宏之 オ門弘美  (何れも元自治会副会長 )

林作治 伊藤康宏 菊池隆 安澤則子 (何れも防災リーダー )

椋木悦美 (サークル代表)佐藤三沙子 (民生児童委員 )

川又周太 (一級建築士)宮下良子 (前 自治会副会長)以上 15名

◆令 和 6年度 の ごみ と資源 の集積 場 所 について

令和6年 4月 から、ごみ口資源の集積場所が各班変わりますので間違いのないようにお願い致し

ます。

口子ども達の楽しんでいる姿は喜びであるが、役員班長の負担が多く、会員の高齢化が進む中、

会員の負担を少なくすべく実施内容を検討すべきとの声が圧倒的に多かつた。
口規模の縮小、日程の変更2日 → 1日 、外部業者に殆ど任せる。(自 治会独自の出店を止め、キ

ッチンカー等業者に任せる)夏祭りの時期も変更する。(酷暑を避けて夏以外 )



◆今年度の班長さんの任期は4月 29日 開催の定時総会をもって終 了となります。

来年度の班長さんへの引継ぎは事前にお願いします。

◇ニュータウン茅ヶ崎 自治会主催の防災訓練が実施されました。

3月 3日 (日 )に昨年に続いて防災訓練を実施しました。

始めに全会員を対象に安否確認訓練として、「無事ですカード」の掲出を各家庭で行なつて頂き

ました。掲出率は昨年71%、 今年は残念ですが59%でした。ご協力ありがとうございました。

9時 30分からは高田第一公園(白 鳥公園)の会場で、防災体験訓練を行いました。主に班長さ

んなど50名 が参加し、防災リーダー・自治会理事・高田消防団・市職員の指導のもと目消火器

使用訓練 図テント設営訓練 圏防災資機材取扱い訓練 □簡易トイレ組立 目起震車体験など

自治会内における防災力の強化を学びました。

参加されたみなさんの真剣に取り組む姿が印象的でした。大変お疲れさまでした。

◆2月 日3月 会員異動状況 (敬称略、3月 16日 現在 )

<入会 >榎 本 武司

<退会 > 田中 三重子

:_I     奥田 邦広

依 田 政司

10街区 7班

1街 区 5班

9街区 4班

1街区 5班

2月 20日 付

2月 22日 付

2月 26日 付

3月  3日 付

編 集 後 記

今年に入り能登半島、福島と大きな地震が続いています。先日の防災訓練では起

震車で震度6や7の揺れを体験、さすがに6や7の揺れは立つていることが出来ず貴

重な体験が出来ました。いつ地震が発生するか分かりませんが、日頃からの備えは

重要ですので各家庭で話し合われ、準備をされては如何でしょうか ?

総務部一同


